
（別紙様式） （Ａ３判横）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策

１

自己実現に向
け、主体的に学
びに取り組む生
徒を育成する。

①朝学習等の取組を通して学習習慣
の確立を図り、授業規律を維持しな
がら主体的に授業に取り組む態度を
育成する。さらに、学習支援アプリ
や手帳を活用した振り返りを行うこ
とで学習の自己調整力を高め、継続
的な学習習慣の定着を目指す。

②教員の相互授業観察、外部研修会
への参加を推奨し、生徒の主体的学
びを喚起するための授業改善を行
う。

２

本校生徒である
誇りと自覚を持
たせ、自律的に
行動できる生徒
を育成するとと
もに、不安を抱
える生徒への支
援体制を強化す
る。

①集団生活における時間遵守や身だ
しなみの重要性を理解させ、基本的
生活習慣の改善について家庭の協力
を得ながら指導する。また、校則等
の意義を生徒が考え自律的に行動で
きる機会を創造する。

②困り感を抱える生徒の情報を関係
職員で共有し、SCや専門家等と連携
した支援を計画的に行う。個別の相
談対応や支援を行うための教職員研
修等に取組む。

３

生徒が目標を高
く持ち、自ら将
来のキャリアを
見据えた進路希
望を実現させる
指導をより一層
行う。

①進路意識醸成を念頭に、計画に
則った進路講演会・説明会の実施や
進路通信を通じて、生徒・保護者の
個に応じた、継続的な進路情報提供
を行い、進路実現に向けた援助を行
う。

②進路セミナーや模試等を活用しな
がら自己の目標を明確に持たせ、併
せて各教育活動を通して具体的な自
己のキャリア像をイメージさせるこ
とで、学力や知識向上への意識を高
める。

４

本校の様々な取
組が地域や保護
者との協力によ
り充実したもの
となるよう計画
し、学校の活性
化につなげる。

①ホームページの他、SNS等の新たな
情報発信手段の運用等を検討・活用
し、学校行事・部活動・国際理解教
育等の本校の魅力を効果的に発信す
る。

②地域・保護者との連携を活性化
し、教育活動の充実を図る。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。
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目指す学校像
明るく伸びやかな校風のもと、主体的に学ぶとともに、豊かな心と国際感覚を育み、希望する進路を実
現する学校 ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校

　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

 １　自発的な学習習慣の確立
 ２　教育活動全般を通じて自律的、主体的に行動できる生徒の育成
 ３　キャリア教育のさらなる充実と、入学時からのキャリア教育の推進
 ４　家庭・地域との幅広いネットワークづくりと、学校からの情報発信体制の充実

概ね達成(６割以上)
出席者　学校関係者　　　　　名
　　　　生徒　　　　　　　　名
　　　　事務局(教職員)　　　名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価 学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況 学校関係者からの意見・要望・評価等

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年　度　評 価（１月１５日 現在 ） 実 施 日　令和８年１月２７日

　多くの生徒は授業に積極的に
臨み、学習意欲の高さがうかが
える。学校生活以外の自主学習
１時間未満者が約80％と、自発
的な学習時間の確保、学習習慣
の定着に至っていない。

　目標を明確に持つ生徒は学習
に主体的に取り組む姿が見られ
るが、その割合は低く、学びの
目的を持ち、主体的に学習に取
り組む姿勢を育てる必要があ
る。

①朝学習の課題を充実させる等、生徒が積極的
に取り組むことができたか。
学習支援アプリや手帳等を活用した学びの振り
返りを実施することができたか。
学ぶ目的を考え自問し、学ぼうとする生徒が増
加したか。

②教員が積極的に研修会に参加し、その成果を
授業改善や、継続的な学習習慣確立に資した指
導に結び付けることができたか。

　ホームページを随時更新し、
学校行事・部活動・国際理解
等、学校の魅力を積極的に発信
している。動画配信やSNS等の新
たな情報発信手段の活用、情報
配信の質向上が課題である。

　学校行事や部活動等の取組等
を通じて地域との交流を実施し
ている。地域・保護者等との連
携をさらに進め、生徒の活躍の
場をさらに広げていく必要があ
る。

①ホームページレイアウトの改良等やSNS等の新
たな情報発信手段の運用を検討・活用を進めた
か。
学校行事・部活動・国際理解教育等の本校の魅
力が継続的に発信できたか。（R7年度：178件）

②学校行事や地域イベントについて、地域・保
護者等と連携しながら実施することができた
か。
　学校説明会・学校公開日等の参加者が昨年度
以上となったか。
　地域・小中学校からの要望等に応じた連携事
業を実施することができたか。（R7：上級学校
訪問等9件）

　全体的に生徒は落ち着いて学
校生活を送っているが、朝学習
時間への遅れ、整容の乱れ、交
通マナーが遵守できていないな
どの課題があり、引き続き生活
習慣全般を整えていくための指
導が必要である。
　
　精神不調等を起因とする教育
相談件数が増加傾向にある。ス
クールカウンセラーや外部支援
機関への継続的な相談を進めつ
つ、職員間で連携を図り支援を
進めていく必要がある。

①遅刻欠席なく登校する生徒の割合が増えた
か。
生徒自身が自分たちの生活について考え自律的
な行動に向けた意見交換の場を創出することが
できたか。

②当該生徒の情報が学年団等で効果的に共有さ
れ、SCや専門家との連携により適切にサポート
できたか。
心の持ち方やコミュニケーション能力育成の指
導が実施できたか。
また、必要に応じて個別の指導・支援を組織的
に行うことができたか。

　進路指導部が中心となり、進
路講演会や進路通信等を通じて
進路意識を醸成している。しか
し、推薦・総合型選抜で進学す
る生徒の中には、学力向上への
意識が薄い傾向にある。

　推薦・総合型選抜と一般試験
では入学後の学力に差が見られ
る。大学卒業後を見据えた学力
育成、プレゼンテーション・小
論文指導、職業イメージ等を含
めたキャリア教育の充実が重要
である。

①進路講演会・説明会等進路行事の実施状況と
その満足度。
進路の手引き、進路通信等、最新で有用な情報
を継続的に配信できたか。
各入試制度の特徴と違いを理解し、自身の進路
選択に生かすことができたか。

②進路セミナーや進路指導全般に対する満足度
（R7:セミナー91.7％、全般67.0％）
具体的なキャリア像を描くための指導・ガイダ
ンスを計画的に実施することができたか。
将来の自己実現に向けて課題に取り組んでいく
等、キャリア意識が向上したか。


